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　2013 年日出町
　　この 1年を振り返る

■
日
本
風
景
街
道
に
認
定
さ
れ
る
（
５
月
14
日
）

・���

大
分
市
佐
賀
関
か
ら
豊
後
高
田
市
ま
で
の
海
岸
線
を

結
ぶ
「
別
府
湾
岸
・
国
東
半
島
海
辺
の
道
」
が
日
本

風
景
街
道
に
認
定
さ
れ
る
。�

���

日
出
町
を
含
む
６
市
町
が
、
各
地
の
魅
力
的
な
資
源��

を
活
か
し
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
活
性

化
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
。

５
月

■
将
棋
名
人
戦
七
番
勝
負
第
四
局
が

　

的
山
荘
で
開
催
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
20
～
22
日
）

・���

森
内
俊
之
名
人
と
羽
生
善
治
三
冠
に
よ
る
将

棋
名
人
戦
七
番
勝
負
第
四
局
が
、
初
め
て
日

出
町
で
行
わ
れ
る
（
結
果
は
森
内
名
人
の
勝

利
）。
県
内
開
催
は
約
25
年
ぶ
り
と
な
る
。

■
な
ん
で
も
相
談
室
の
開
所
（
４
月
１
日
）

・���

日
常
生
活
の
な
か
で
抱
え
る
、
ど
こ
に
相
談

し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
等
の
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
。

４
月

２
月

■
Ｊ
Ａ
農
産
物
加
工
場
が
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
28
日
）

・��

農
産
物
を
加
工
し
て
６
次
産
業
化
を
図
る
。

��

直
売
所
も
併
設
さ
れ
、
加
工
品
を
販
売
す
る
。

■
日
出
町
な
ど
国
東
半
島
宇
佐
地
域
が

　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る（
５
月
30
日
）

３
月

■
大
田
公
園
に

　

複
合
遊
具
が
完
成
（
３
月
１
日
）

・����

町
内
初
の
大
型
複
合
遊
具
を
設
置
。
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

■
日
出
中
の
耐
震
化
が
完
了
（
３
月
19
日
）

・���

地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
、
建
物
を
安
定
さ
せ
る

制
震
補
強
工
法
を
日
出
町
で
初
め
て
実
施
す
る
。

１
月

■
日
出
城
鬼
門
櫓
完
成
式
典
（
３
月
18
日
）

・���

鬼
門
の
方
角
に
当
た
る
北
東
隅
を
欠
い
た
特

異
な
形
状
で
、全
国
で
も
希
少
な
城
郭
建
築
。

日
出
町
に
現
存
す
る
最
古
期
の
木
造
建
築
を

復
原
し
、
完
成
を
祝
う
。

■
日
出
総
合
高
校
が

　

開
校
式
・
入
学
式
（
４
月
９
日
）

・���

日
出
暘
谷
高
校
と
山
香
農
業
高
校
が
統
合
さ
れ
、開
校
。

１
期
生
２
０
０
人
が
入
学
す
る
。

■
第
２
次
日
出
町
地
域
福
祉
計
画
・
地
域

　

福
祉
活
動
計
画
を
策
定
（
３
月
）

・���

日
出
町
に
住
む
す
べ
て
の
方
が
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

■�

日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ

　

日
出
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
設
（
４
月
１
日
）

・
Ｔ
Ｉ
日
出
工
場
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引
き
継
ぐ
。

現代に甦った鬼門櫓 ６市町の首長によるキリシタン南蛮文化交流協定調印式

■
第
28
回
城
下
か
れ
い
祭
り（
５
月
18
・
19
日
）

・�

両
日
で
約
４
万
３
千
人
が
来
場
し
賑
わ
う
。

■
キ
リ
シ
タ
ン
南
蛮
文
化

　

交
流
協
定
調
印
式
（
２
月
12
日
）

・���

６
市
町
が
連
携
し
、
南
蛮
文
化
遺
産
の
魅
力

を
発
信
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
の
相
乗
効

果
を
図
る
。
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９
月

７
月

６
月

■
鮮
魚
さ
ば
き
所
が
オ
ー
プ
ン
（
６
月
）

・���

県
漁
協
日
出
支
店
大
神
営
業
店
内
に「
鮮

魚
さ
ば
き
所
」
が
オ
ー
プ
ン
。
水
揚
げ

さ
れ
た
魚
を
そ
の
場
で
さ
ば
く
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
市
場
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
。

■
豊
岡
小
本
館
が
完
成
（
７
月
５
日
）

・���

約
２
年
半
を
か
け
て
豊
岡
小
学
校
の
本

館
改
築
工
事
が
完
成
し
、
７
月
８
日
、

落
成
式
が
行
わ
れ
た
。
本
年
度
中
に
、

町
内
す
べ
て
の
学
校
施
設
の
耐
震
化
が

完
了
す
る
。

10
月

11
月

12
月

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

一
部
を
民
間
委
託
（
９
月
２
日
）

・���

給
食
の
調
理
・
配
送
業
務
を
民
間
企
業

に
委
託
開
始
。
学
校
給
食
の
品
質
や
安

全
性
を
保
持
し
つ
つ
、
業
務
の
効
率
化

や
経
費
の
削
減
に
努
め
る
。

８
月

■
と
よ
お
か
児
童
ク
ラ
ブ
の
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
20
日
）

・���

豊
岡
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
利
用
し
た
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
、
町
内
全
域
に
児

童
ク
ラ
ブ
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

■
日
出
町
川
崎
体
育
館

　

が
オ
ー
プ
ン
（
９
月
２
日
）

・���

日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ

の
工
場
閉
鎖
に
伴
い
、
同
健
康
保
険
組

合
よ
り
体
育
館
が
無
償
譲
渡
さ
れ
る
。

日
出
町
川
崎
体
育
館
と
し
て
町
民
の
健

康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
活
か
さ

れ
る
。

■
ひ
じ
と
く
と
く
商
品
券
を
発
売（
７
月
１
日
）

・���

日
出
町
商
工
会
が
１
億
円
分
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
販
売
。地
域
商
店
の
振
興
を
図
る
。

■
ホ
ン
ダ
太
陽
が
デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
棟

　

増
設
を
表
明
（
11
月
13
日
）

・���

本
社
機
能
も
別
府
か
ら
日
出
に
移
転
。
増

設
に
伴
い
、
30
人
を
新
規
雇
用
す
る
。

■
道
路
拡
幅
改
良
記
念
碑
除
幕
式

　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
７
日
）　

・���

用
地
の
無
償
提
供
に
よ
る
町
道
拡
幅
工
事

の
完
成
を
記
念
し
て
建
立
。
町
道
大
神
瀬

ノ
上
線
・
町
道
大
峯
平
原
線
・
町
道
鳴
川

今
井
線
で
、
そ
れ
ぞ
れ
除
幕
式
を
行
う
。

■
日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン

　

ツ
日
出
工
場
の
閉
鎖
（
６
月
30
日
）

・���

九
州
を
代
表
す
る
工
場
と
し
て
、
雇
用
や
税

収
面
で
も
町
に
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
日
出

工
場
が
ア
ジ
ア
と
の
競
争
激
化
や
老
朽
化
を

理
由
に
閉
鎖
。
従
業
員
２
５
０
名
が
離
職
。

■
県
土
地
連
事
務
所
を
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
28
日
）

とよおか児童クラブ開所式トレーニングジムや会議室も備えた日出町川崎体育館

完成した豊岡小学校本館 的山荘で行われた将棋名人戦７番勝負第 4 局

■
日
出
町
功
労
者
表
彰
（
11
月
３
日
）

・��

町
の
発
展
に
永
年
貢
献
さ
れ
た
、
個
人

９
名
、
企
業
２
社
を
表
彰
す
る
。

■
ひ
じ
文
化
ま
つ
り
が
開
催
（
11
月
）

・���
今
年
も
多
彩
な
催
し
で
賑
わ
う
。
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日
出
町
功
労
者
表
彰

永 
年 
に 
わ 

た 

り 

献 

身 

的 

な 

活 

動 

を
続 

け 

て 

こ 

ら 

れ 

た 

功 

績 

を 

称 

え 

て

利光泰一郎�氏
（藤原中部）

　

中
部
区
長
と
し
て
10
年
の
永
き
に
わ
た
り

地
域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
間
、
日
出
町
区
長
会
会
長
を
２

年
間
務
め
る
な
ど
、
町
行
政
の
推
進
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

【
地
方
自
治
部
門
】

【
地
方
自
治
部
門
】

　

日
出
町
議
会
議
員
及
び
大
分
県
議
会
議
員

と
し
て
、
21
年
の
永
き
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
間
、
日
出
町
議
会
議
長
と
し
て

町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 佐藤健太郎�氏

（大神八代）

辛島雄三郎�氏
（豊岡西の二）

　

日
出
町
議
会
議
員
と
し
て
30
年
の
永
き
に

わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
間
、
日
出
町
議
会
議
長
と
し
て

町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
地
方
自
治
部
門
】

　

文
化
の
日
の
11
月
３
日
、
中
央
公
民
館
で

「
日
出
町
功
労
者
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
地

方
自
治
・
地
域
医
療
・
商
工
振
興
・
教
育
文

化
の
各
部
門
に
お
い
て
、
町
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
、
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
に
対

し
、
感
謝
と
敬
意
を
込
め
て
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
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廣瀬　幸太��氏
（川崎千騎）

　

千
騎
区
長
と
し
て
20
年
の
永
き
に
わ
た
り

地
域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
間
、
日
出
町
区
長
会
副
会
長
を

２
年
間
務
め
る
な
ど
、
町
行
政
の
推
進
に
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

【
地
方
自
治
部
門
】

岩尾　龍二��氏
（大神港）

　

港
区
長
と
し
て
10
年
の
永
き
に
わ
た
り
地

域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
間
、
区
を
あ
げ
て
の
避
難
訓
練

を
毎
年
行
う
な
ど
、
地
域
防
災
対
策
に
も
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

【
地
方
自
治
部
門
】

�一宮　元��氏
（豊岡中の二）

　

開
業
以
来
33
年
の
永
き
に
わ
た
り
歯
科
医

師
と
し
て
、
地
域
医
療
の
充
実
発
展
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
間
、

町
立
小
学
校
及
び
幼
稚
園
の
学
校
歯
科
医
を

務
め
る
な
ど
、
歯
科
医
療
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

【
地
域
医
療
部
門
】

ソニー・太陽株式会社
（人事総務部統括部長

佐藤いづみ�氏）

　

昭
和
63
年
の
移
転
操
業
以
来
、
マ
イ
ク
ロ

ホ
ン
等
の
生
産
を
す
る
一
方
で
、
障
が
い
の

あ
る
方
を
多
く
採
用
し
、
地
域
の
雇
用
支
援

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

【
商
工
振
興
部
門
】

ホンダ太陽株式会社
（代表取締役社長��簗田�准�氏）

　

平
成
７
年
に
工
場
を
立
地
以
来
、
自
動
車

等
の
部
品
製
造
を
進
め
る
一
方
で
、
障
が
い

の
あ
る
方
を
多
く
採
用
し
、
地
域
の
雇
用
支

援
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。　

【
商
工
振
興
部
門
】

松本　昇��氏
（日出中央）

　

永
年
に
わ
た
り
料
飲
業
を
通
し
て
日
出
町

の
城
下
か
れ
い
料
理
の
名
声
を
高
め
、
ま
た

特
産
品
の
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
商

工
観
光
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。　

【
商
工
振
興
部
門
】

恒川　勝徳��氏
（日出本町）

　

永
年
に
わ
た
り
料
飲
業
を
通
し
て
日
出
町

の
城
下
か
れ
い
料
理
の
名
声
を
高
め
、
商
工

観
光
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

【
商
工
振
興
部
門
】

石尾　潤治��氏
（日出八日市）

　

日
出
町
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
４
年

間
に
わ
た
り
日
出
町
の
教
育
の
充
実
に
尽
力

さ
れ
、
教
育
行
政
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

【
教
育
文
化
部
門
】
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日出町長　工藤　義見

そ の  8 1

日出町長　工藤　義見

ホ
ン
ダ
太
陽（
株
）が
新
工
場
増
設

　

ホ
ン
ダ
太
陽（
株
）は
、11
月
13
日
、

県
庁
貴
賓
室
に
お
い
て
、
知
事
ほ
か

県
関
係
者
並
び
日
出
町
長
に
対
し
、

日
出
町
川
崎
の
本
社
隣
接
地
に
平
成

26
年
１
月
か
ら
新
工
場
を
増
設
す
る

こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

説
明
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
主
力

事
業
と
し
て
自
動
車
等
の
部
品
生
産

に
努
め
て
い
る
が
、
日
出
本
社
・
工

場
に
な
い
デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
棟
を
新

築
し
、
別
府
工
場
を
日
出
に
集
約
、

一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
競
争
力
の
向
上
と
デ
ー
タ
処
理
業

務
の
拡
大
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

建
築
面
積
は
１
０
０
０
㎡（
２
階

建
て
延
べ
床
面
積
２
０
０
０
㎡
）で
１

階
部
分
は
車
い
す
利
用
者
に
配
慮
し

た
駐
車
場
を
、
そ
し
て
２
階
は
設
計
、

開
発
デ
ー
タ
処
理
業
務
を
行
う
作
業

フ
ロ
ア
ー
と
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

増
設
に
よ
り
30
人
の
新
た
な
雇

用
を
行
い
、
う
ち
半
数
以
上
は
障
が

い
者
雇
用
を
予
定
し
、
投
資
額
は

１
億
７
５
０
０
万
円
、
平
成
26
年
７

月
か
ら
稼
働
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。

本
社
機
能
を
日
出
に
移
転
し
て
活
動

　

企
業
の
前
身
は
１
９
６
５
年
10
月

に
太
陽
の
家（
別
府
市
）と
し
て
開
所
、

１
９
８
１
年
９
月
に
な
っ
て
本
田
技

研
工
業
㈱
等
の
会
社
に
よ
っ
て
現
在

の
ホ
ン
ダ
太
陽
㈱
と
し
て
設
立
さ
れ
、

現
ホ
ン
ダ
太
陽
は
こ
の
時
が
創
立
。

　

１
９
９
４
年
７
月
に
な
っ
て
新
た

に
日
出
工
場
を
設
置
し
、
翌
年
６
月

に
三
笠
宮
寛
仁
、
同
信
子
両
殿
下
の

ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
竣
工
式
。
さ

ら
に
２
０
０
８
年
８
月
に
は
日
出
第

２
工
場
棟
を
完
成
さ
せ
て
、
逐
年
事

業
を
拡
充
し
な
が
ら
、
先
年
、
本
社

機
能
も
別
府
か
ら
日
出
町
川
崎
に
移

し
、
今
回
の
増
設
に
よ
っ
て
別
府
工

場
を
吸
収
。
昨
年
時
点
で
の
従
業
員

数
は
１
９
１
名
、
売
上
高
36
億
円
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
10
月
の
第
32
回
全
国

障
が
い
者
技
能
大
会
の
Ｉ
Ｔ
部
門
で

３
年
連
続
特
別
表
彰
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
部
門

で
努
力
賞
を
受
賞
、
今
年
に
入
っ
て

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
る
な
ど

多
大
の
業
績
を
挙
げ
て
お
り
、
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
常
陸
宮
両
殿
下
、
秋
篠

宮
両
殿
下
、
高
円
宮
妃
殿
下
の
ご
視

察
な
ど
が
あ
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
も

こ
の
11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
日
出
町

功
労
企
業
と
し
て
表
彰
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
所
内
に
は
、
障
害
者
雇

用
促
進
法
に
基
づ
く
㈱
本
田
技
術
研

究
所
の
特
例
子
会
社
と
し
て
ホ
ン
ダ

ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ー
太
陽
㈱
（
従
業

員
45
名
）
が
併
設
さ
れ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
設

計
、
輸
送
用
機
器
や
福
祉
機
器
の
研

究
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
高
度
な
技

術
を
駆
使
し
て
の
企
業
活
動
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
に
こ
の
欄
で
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
年
４
月
１
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
大

神
駅
前
に
日
本
Ｔ
Ｉ（
テ
キ
サ
ス
・
イ

ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
）
日
出
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
、
30
名
体

制
で
半
導
体
の
組
み
立
て
に
関
す
る

研
究
開
発
、
材
料
な
ど
の
基
礎
研
究
、

さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
諸
国
に
あ
る
関
連

工
場
の
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

景
気
低
迷
、
地
域
の
地
盤
沈
下
が

進
む
中
で
、
優
秀
な
従
業
員
を
確
保

し
て
活
躍
す
る
企
業
群
が
町
内
に
あ

る
こ
と
は
頼
も
し
い
限
り
で
、
今
後

の
事
業
拡
大
、
発
展
を
と
お
し
て
日

出
町
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

新
た
に
３
公
園
に
複
合
遊
具
施
設

　

日
出
町
佐
尾
地
区
の
大
田
（
お
お

た
）
公
園
内
に
遊
具
施
設
を
設
置
し

て
10
月
に
な
り
ま
す
。
日
頃
、
多
く

の
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
て

大
変
好
評
を
得
て
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
親
子
で
楽
し
く
遊
ぶ
施
設
の
少

な
い
日
出
町
で
し
た
が
、
関
係
者
の

ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
協
力
を
い
た

だ
い
て
施
設
の
完
成
を
み
ま
し
た
。

　

近
年
、
町
内
の
公
園
施
設
で
老
朽
化

し
た
木
製
遊
具
が
見
受
け
ら
れ
、
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
今
年
度
予
算

で
こ
れ
ら
該
当
施
設
を
更
新
し
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
遊
具
施
設
の
金
額
や

条
件
を
設
定
し
、
業
者
の
皆
さ
ん
に

企
画
を
提
案
し
て
も
ら
う
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
を
採
用
し
、
業
者
を
決
定

し
ま
し
た
。
す
で
に
事
業
を
発
注
し

ま
し
た
の
で
、
年
度
内
に
完
成
し
、

来
年
４
月
か
ら
供
用
を
始
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
、
業
者
か

ら
提
案
さ
れ
た
施
設
案
を
、
地
区
代

表
、
子
ど
も
会
・
幼
稚
園
・
保
育
園

代
表
者
な
ど
の
委
員
が
審
査
し
、
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
加
味
し
て
決
め
る
方

法
で
す
。

　

今
回
の
事
業
費
は
、
３
０
０
２
万

円
余
で
、
対
象
公
園
は
大
神
の
糸
ヶ

浜
海
浜
公
園
、
日
出
の
黒
岩
公
園
，

豊
岡
の
辻
間
南
児
童
公
園
の
３
公

園
、
い
ず
れ
も
複
合
遊
具
の
更
新
事

業
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）
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高
齢
者
の
交
通
事
故
ス
ト
ッ
プ
へ

脳
ト
レ
型
交
通
安
全
教
室

　

10
月
19
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

「
ひ
じ
ま
ち
じ
ど
う
か
ん
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
、
約
７
０
０
名
が
参
加
し
た
会

場
は
、
各
職
業
ブ
ー
ス
が
並
ぶ
キ
ッ
ズ

タ
ウ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
仕
事
体
験
を
し
て
、
そ
こ
で
得
た
収

入
（
引
換
券
）
で
、
お
菓
子
に
交
換
し

た
り
、
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
簡
単
な
職
業
体

験
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
仕
事
に

対
す
る
興
味
や
関
心
を
育
て
、
社
会
の

し
く
み
を
楽
し
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

社
会
の
し
く
み
を
楽
し
く
知
る

ひ
じ
ま
ち
じ
ど
う
か
ん
ま
つ
り

「
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
２
０
１
３
」

自動車の整備士に挑戦！

ホースを使って消防士の仕事を体験

　

11
月
８
日
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
教
室
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
町

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
約
50
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
高
齢
者
の
注
意
力
や
判
断

力
の
低
下
を
予
防
す
る
た
め
、
脳
を
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
て
、
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
と

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
日
常
生
活
の
な
か
で
簡
単
に
で

き
る
脳
の
活
性
化
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
、

雑
誌
や
新
聞
の
「
間
違
い
さ
が
し
」
な
ど
も

効
果
的
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
県
下
で
は
交
通
死
亡
事
故
が
多

発
し
て
お
り
、
そ
の
約
７
割
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
だ
そ
う
で
す
。

　

主
催
す
る
県
の
担
当
者
か
ら
は
「
高
齢
に

な
る
と
視
野
が
狭
く
な
る
。
運
転
す
る
際

は
、
一
点
ば
か
り
に
集
中
せ
ず
、
左
右
も
意

識
す
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。

交通安全教育車（セーフティぶんご）で運転シミュ
レーションを行う参加者

来
年
７
月
操
業
予
定
、30
名
を
新
規
採
用

ホ
ン
ダ
太
陽
が
新
棟
増
設
を
表
明

　

自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
部
品
の
製
造

を
手
掛
け
る
ホ
ン
ダ
太
陽
が
11
月
13

日
、
日
出
工
場
の
敷
地
内
に
二
輪
車
の

部
品
や
デ
ザ
イ
ン
デ
ー
タ
の
作
成
な
ど

を
行
う
、「
デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
棟
」
を

新
設
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
簗や
な
だ田
社
長
が
県
庁
を
訪
ね
、

広
瀬
知
事
と
工
藤
町
長
に
表
明
し
、「
円

高
に
よ
り
、
製
造
業
の
海
外
へ
の
移
転

が
進
む
な
か
、
設
計
な
ど
の
技
術
開
発

部
門
を
強
化
す
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
増
設
に
伴
い
、
従
業
員
30
名
を

新
規
に
雇
用
し
、
半
数
は
障
が
い
者
を

採
用
す
る
そ
う
で
す
。
ホ
ン
ダ
太
陽

は
、
１
８
６
名
の
従
業
員
の
う
ち
、
障

が
い
者
が
約
半
数
の
94
人
（
10
月
末
現

在
）
で
、
以
前
か
ら
障
が
い
者
雇
用
に

貢
献
し
て
い
る
企
業
で
す
。

広瀬知事と町長に計画を説明する簗田社長（左）
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吉
野
光
政
さ
ん
（
藤
原
西
部
）
が
、

本
年
度
の
全
国
防
犯
功
労
者
表
彰
で
、

最
高
位
の
「
防
犯
栄
誉
金
章
」
を
受
章

し
ま
し
た
。

　

防
犯
活
動
や
少
年
の
非
行
防
止
・
健

全
育
成
な
ど
、
永
年
に
わ
た
る
功
績
が

認
め
ら
れ
た
た
め
で
、
警
察
庁
長
官
・

全
国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
よ
り
表
彰

状
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
少
年
補

導
員
を
始
め
て
以
来
、
街
頭
補
導
や
少

年
相
談
等
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
県
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
会
長
や
県
防
犯
協
会
理
事
な
ど
の

要
職
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

表
彰
に
「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。

な
お
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
吉

野
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。　

今
年
も
多
彩
な
催
し

２
０
１
３
ひ
じ
文
化
ま
つ
り

全
国
防
犯
功
労
者

吉
野
光
政
さ
ん
栄
誉
金
章

　

11
月
２
日
か
ら
３
日
間
、
中
央
公
民

館
で
ひ
じ
文
化
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
会
や
瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽

会
、
芸
能
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
記
念
講
演
会
で
は
、
静
岡
大

学
名
誉
教
授
の
小
和
田
哲
男
さ
ん
が

『
日
本
人
は
歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き

か
』
と
い
う
演
題
で
講
演
。
小
和
田
さ

ん
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」

や
「
江
～
姫
た
ち
の
戦
国
～
」
の
他
、

多
く
の
ド
ラ
マ
で
時
代
考
証
を
行
っ
て

お
り
、
来
年
の
「
軍
師
官
兵
衛
」
の
制

作
に
も
携
わ
る
そ
う
で
す
。

　

小
和
田
さ
ん
は
、「
歴
史
は
未
来
を

照
ら
す
鏡
で
も
あ
る
。
偉
大
な
戦
国
武

将
も
歴
史
か
ら
学
び
、
時
代
を
切
り
開

い
て
行
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

穏やかな口調で講演する小和田さん

防犯栄誉金章の吉野さん

読
書
週
間
講
演
会

「
自
分
史
年
表
」で「
私
」を
見
る

　

読
書
週
間
中
の
11
月
６
日
、
文
筆
家
の

徳
永
純
二
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
萬
里
図

書
館
で
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

徳
永
さ
ん
は
、
臼
杵
市
在
住
で
高
校
教

員
を
退
職
後
、文
筆
活
動
に
専
念
。
現
在
、

大
分
合
同
新
聞
の
「
灯
」
欄
を
担
当
す
る

ほ
か
、「
老
人
が
つ
ぶ
や
句
」
な
ど
の
著

書
も
出
版
し
て
い
ま
す
。

　

演
題
の
「『
自
分
史
年
表
』
で
『
私
』

を
見
る
」
で
は
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
人

生
を
、
年
表
形
式
で
記
し
て
い
く
う
ち
に

「
自
分
を
再
認
識
で
き
た
り
、
再
発
見
が

で
き
る
」
と
勧
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
読
書
の
楽
し
み
方
に
つ
い
て
も

触
れ
、
好
き
な
小
説
の
舞
台
と
な
っ
た
場

所
を
実
際
に
訪
ね
、
文
章
に
書
か
れ
た
情

景
を
楽
し
む
「
訪ほ
う
ど
く読

」
も
楽
し
い
と
話
し

ま
し
た
。

読書の楽しみ方について話す徳永さん

　Ｋトラ市では、旬の野菜や果物をはじめ、
ここでしか手に入らない品物がたくさん。
　みなさん、ぜひお越しください。
　出店者の募集も随時行っています。

　■日　時　12 月 8 日（日）　8 時～ 12 時
　■場　所　町中央公民館第 2 駐車場
　■問合先　日出町商工会
　　　　　　☎ 72-2232

～Ｋトラ市は毎月第２日曜日に開催～

昨 年 の 豚 汁 無 料 配 布 の 様 子

  

さ
む
い
12
月
に
は

あ
っ
た
か
い
豚
汁
を

　
　

無
料
配
布
‼

    

■
配
布
開
始
予
定
９
時

      

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。
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小
学
生
と
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
の

楽
し
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
交
流
会

　

11
月
３
日
、
町
内
の
小
学
生
と
Ａ
Ｐ

Ｕ
の
国
際
学
生
が
参
加
し
、
役
場
大
会

議
室
で
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
交
流
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
、
小
学
校
３
・
４
年
生

の
50
名
が
参
加
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ

な
ど
で
国
際
交
流
を
行
い
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
お
菓
子
を
入
れ
る
か

ぼ
ち
ゃ
型
の
バ
ッ
グ
と
お
面
作
り
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ

る
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
し
た
。

最後にみんなで記念撮影

震
度
６
の
地
震
を
想
定

町
職
員
が
地
震
避
難
訓
練

　

10
月
30
日
、
町
職
員
を
対
象
に
、
震

度
６
弱
の
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

が
役
場
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
地
震
速
報
の
庁
内
ア
ナ
ウ
ン
ス

か
ら
訓
練
を
開
始
。
耐
震
性
に
不
安
の

あ
る
旧
庁
舎
の
職
員
に
は
、
す
ば
や
く

新
庁
舎
へ
移
動
す
る
よ
う
に
指
示
が
出

さ
れ
、
地
震
が
お
さ
ま
る
の
を
待
っ

て
、
全
員
が
屋
外
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
職
員
は
各
訓
練
班
に
分
か

れ
て
消
火
栓
や
消
火
器
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
を
学
び
ま
し
た
。

　

訓
練
の
担
当
者
は
、「
様
々
な
緊
急

事
態
を
想
定
し
て
、
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
訓
練
を
重
ね
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

非常持ち出し書類を抱え避難する職員

町の情報満載～日出町民手帳～

　平成 26 年版の町民手帳の販売を、政策

推進課窓口で行っております。

　町の情報満載の便利な手帳ですので、ぜ

ひお買い求めください。

　※１冊 600 円。在庫がなくなり次第、

県民手帳の販売にかえさせていただきま

す。

　■問合先　政策推進課　☎ 73‐3116

　現在日出町では、町民憲章制定に向けた準備を進めて

おります。

　町民憲章とは、「理想のまちをつくるため、町民一人ひ

とりがその実現に向けて努力する行動規範」のことです。

　この町民憲章の内容について、町民の皆様から日出町

にふさわしい案文をご提案いただき、それを基に町民憲

章制定へと進めていきたいと考えておりますので、ふるっ

てご応募をお願いします。

　なお、専用の応募用紙兼応募要項は、町ホームページ

からダウンロードできるほか、政策推進課窓口、町民ホー

ル、中央公民館及び各地区ふれあいセンターにも備えつ

けておりますので、詳しくはそちらをご覧ください。

■応募資格者　　�町内にお住まい又は通勤・通学中の方

■提出期限　　　12月 20日（金）

■提出方法　　　窓口持参、郵送、ＦＡＸ、電子メール

■提出・問合先　政策推進課

　　　　　　　　☎ 73‐3116

『日出町 町民憲章』の案文募集
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＊�

す
で
に
法
務
局
で
滅
失
登
記
や
所
有

権
移
転
登
記
が
お
済
み
の
場
合
は
、

届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

税
務
課
資
産
税
係

　

☎
73
‐
３
１
２
３

　

�

平
成
26
年
度
保
育
所
の
新
規
及

び
継
続
の
入
所
申
込
み
に
つ
い
て

■�

申
込
条
件　

保
護
者
が
就
労
や
病
気

等
の
理
由
に
よ
り
、
日
中
子
ど
も
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭

■�

受
付
期
間

　

１
月
６
日
（
月
）
～
１
月
31
日
（
金
）

■
提
出
書
類

○��

保
育
所
入
所
申
込
書
（
福
祉
対
策

　

償
却
資
産
の
申
告
・
家
屋
の
取
り
壊

し
及
び
未
登
記
家
屋
の
届
出
に
つ
い
て

■
償
却
資
産
の
申
告

　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
毎
年

１
月
末
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

■�

家
屋
の
取
り
壊
し
及
び

　
　
　

未
登
記
家
屋
の
届
出

①�

年
内
に
家
屋
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た

場
合
。

②�

売
買
・
相
続
等
に
よ
り
、
未
登
記
家

屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
。

③�

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
て
、
登
記
を

し
て
い
な
い
場
合
。

課
ま
た
は
各
保
育
園
に
あ
り
ま
す
）

○�

両
親
等
保
護
者
の
就
労
証
明
（
農

業
、
漁
業
、
自
営
等
の
方
は
地
元
民

生
委
員
の
証
明
）

※�

平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
に
証
明
さ

れ
た
も
の

○�

両
親
等
保
護
者
の
平
成
25
年
分
源
泉

徴
収
票

○�

戸
籍
謄
本
（
第
２
子
以
降
３
歳
未
満

の
子
ど
も
の
場
合
の
み
必
要
で
す
）

○�

そ
の
他
申
込
み
に
必
要
と
認
め
ら
れ

る
書
類
等

■
提
出
・
問
合
先

　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
73
‐
３
１
２
１

　

国
民
年
金
追
納
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
は
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
基

礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き

に
、
一
部
算
入
さ
れ
ま
す
が
保
険
料
を

全
額
納
め
た
期
間
と
比
べ
て
減
額
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
者
納
付
猶
予
や
学
生
納

付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
に

つ
い
て
は
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

将
来
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た

め
に
も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
（
追
納
制
度
）
を
お
勧
め
し

ま
す
。

滞 納 処 分 を 強 化
　12月は滞納整理強化月間です。
　地方税の公平・公正を確保し、地方
税に対する納税者の信頼を確保するた
め、大分県と共同して滞納整理を集中
的に取り組みます。

問合先　税務課収納係　☎ 73‐ 3123

休日・夜間の滞納整理

預貯金・給与等の差押処分

納め忘れのある方は、早めの納付を！

　

な
お
、
追
納
で
き
る
期
間
は
10
年
以

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

住
民
課
年
金
係　

☎
73
‐
３
１
２
２

　

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
！

【
凍
結
】

　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管

内
に
滞
留
し
て
い
る
水
が
凍
っ
て
、
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
所
の
水
道
管
に
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

・
北
向
き
の
日
陰
に
あ
る

・
風
当
た
り
が
強
い

【
凍
結
を
防
ぐ
に
は
】

・�

凍
結
防
止
材
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

・�

使
い
古
し
の
タ
オ
ル
等
を
巻
い
て
、

ビ
ニ
ー
ル
等
で
防
水
被
服
し
、
針
金

で
留
め
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。（
タ
オ

ル
等
が
水
に
濡
れ
な
い
工
夫
が
必
要

で
す
）

【
凍
結
し
た
ら
】

・�

布
や
タ
オ
ル
を
巻
い
て
、
ぬ
る
ま
湯

を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。

あ
わ
て
て
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道

管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先　

上
下
水
道
課
工
務
係

☎
73
‐
３
１
７
０
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町
立
幼
稚
園
の
入
園
申
込
み

　

日
出
町
に
は
現
在
、
豊
岡
・
日
出
・

藤
原
・
川
崎
・
大
神
・
真
那
井
の
６
つ

の
町
立
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
は
幼
稚
園
教
育
要
領
に
よ

り
「
健
康
」「
人
間
関
係
」「
環
境
」「
言

葉
」「
表
現
」
と
い
う
５
つ
の
領
域
を

中
心
に
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
と
い
わ
れ

る
、
小
学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
児

童
が
、
授
業
中
に
座
っ
て
い
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
集
団
行
動
が
と
れ
な
か
っ

た
り
す
る
と
い
っ
た
状
態
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
幼
稚
園
で
は
各

小
学
校
と
の
交
流
や
連
携
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
就
学
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
、
幼
稚
園
の
段
階
か
ら
小

学
校
生
活
に
慣
れ
て
い
く
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
就
労
等
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
通
常
保
育
終
了
か
ら
18
時

ま
で
預
か
り
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
預
か
り
保
育
も
、
こ
れ
ま
で
入
園

式
以
降
に
開
始
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
度
か
ら
入
園
式
前
の
４
月
１
日
か
ら

行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

各
幼
稚
園
で
平
成
26
年
度
の
入
園
申

し
込
み
の
受
付
を
12
月
５
日
か
ら
17
日

ま
で
行
い
ま
す
。

　

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

○
平
成
26
・
27
年
度
に
日
出
町
が
行
う

入
札
の
参
加
希
望
業
者
を
受
付
け
ま
す
。

■
業
種　

県
内
建
設
工
事

■
受
付
期
間

　

１
月
６
日
（
月
）
～
２
月
28
日
（
金
）

＊
郵
送
の
場
合
は
、
２
月
28
日
必
着
。

■
申
請
条
件

　

�　

日
出
町
の
入
札
参
加
申
請
条
件

に
準
じ
ま
す
。
詳
細
は
、
12
月
上
旬

か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

○�

平
成
25
・
26
年
度
分
に
つ
い
て
、
随

時
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
維
持
管
理
等
の
業
務
委
託
・

物
品
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
１
月
に
定

期
受
付
を
し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は

随
時
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

契
約
検
査
室

☎
73
‐
３
１
１
７

　

日
出
町
農
業
委
員
会
委
員

　

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の
配
布

　

来
年
７
月
に
農
業
委
員
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
12
月
中
旬
に
区
長
を

通
じ
て
「
日
出
町
農
業
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
」
の
配
布
を
行
い
ま
す

の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
期
限
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　

１
月
10
日
（
金
）

■�

資
格
要
件　

平
成
26
年
１
月
１
日
時

点
で
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20

歳
以
上
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①��

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し��

て
い
る
方

②��

「�

①
」
に
該
当
す
る
方
の
同
居
の
親

族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間

農
業
従
事
日
数
が
60
日
以
上
の
方

③��

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社

員
ま
た
は
株
主
で
あ
っ
て
、
年
間
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

■
問
合
先　

農
業
委
員
会

☎
73
‐
３
１
２
５

　

家
庭
用
生
ご
み
処
理

　
　
　

容
器
の
購
入
補
助

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
電
動
式
家
庭
用

生
ご
み
処
理
容
器
の
助
成
金
額
を
２
万

円
か
ら
４
万
円
に
増
額
し
ま
し
た
。

　

ご
み
の
減
量
化
の
た
め
、
積
極
的
な

活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者　

町
内
在
住
の
方

■�

助
成
内
容　

購
入
金
額
の
２
分
の
１

○�

電
動
式　

上
限
額
１
基
に
つ
き
４
万
円

○�

非
電
動
式　

１
世
帯
２
基
ま
で
。
上

限
額
１
基
に
つ
き
３
千
円

■
問
合
先　

生
活
環
境
課

☎
73
‐
３
１
２
８

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

　

町
立
幼
稚
園

　
　

臨
時
教
諭
を
募
集
し
ま
す

■�

資
格　

幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状
以

上
を
有
す
る
方

■
賃
金　

日
額　

７
，
４
０
０
円

■�

出
勤
日　

�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
と

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
日

■�

勤
務
時
間　

８
時
～
16
時
30
分
（
基

本
）
※
遅
出
の
場
合
あ
り

■
有
給
休
暇
等　

町
規
程
に
よ
る

■
社
会
保
険
等　

あ
り

■�

採
用
期
間　

採
用
か
ら
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
（
更
新
あ
り
）

■�

提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の

で
可
、
写
真
付
き
）
と
免
許
状
写
し

■
提
出
期
限　

12
月
16
日
（
月
）

■
提
出
先
・
問
合
先

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
町
中
央
公
民
館
２
階�

）

☎�

73
‐
３
１
５
７

　

面
接
の
う
え
、
採
用
を
決
定
し
ま

す
。日出町コミュニティバ

スからのお知らせ

冬季期間は、積雪等により

急きょ運行を休止する場合

があります。運行休止の情

報は、町ホームページをご

覧になるか、下記までお問

い合わせください。

政策推進課☎ 73-3116

教
育
委
員
会
だ
よ
り

11



町営住宅入居者募集
< 豊岡住宅 >　１戸
　　　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地
　　　構　造　中層耐火構造
　　　家　賃　12,100 円～ 18,000 円
　　　駐車場　１台のみ（無料）
　　※浴槽、ボイラーは入居者負担、下水道設備有。

■募集期間　12月 2日（月）～ 12月 13日（金）
■応募資格　次のすべてに該当する方
　①�町内に住所を有する、または勤務先が町内にあ

ること
　②�入居者の合算所得が年額 1,896,000 円以下であ

ること
　③税金の滞納がないこと
　④入居者名義の持家がないこと
　⑤�独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑥住宅に困っていること
　⑦入居者が暴力団員ではないこと
■抽選　12月 18日（水）　11時～
　　　　役場旧館 3階大会議室
■申込・問合先　都市建設課管理係　☎ 73‐3172

平成 25 年工業統計調査 
　　　　を実施します

＜調査の目的＞

　工業統計調査は、我が国の工業の実態を明らかに

することを目的とした、統計法に基づく報告義務が

ある重要な統計です。調査結果は、中小企業施策や

地域振興などの基礎資料として利活用されます。

＜調査の対象・調査の時期＞

　従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、平

成 25 年 12 月 31 日時点で調査を実施します。12

月の上旬から調査員が皆さまの事業所を訪問しま

す。

　調査の趣旨・必要性をご理解いただき、調査票へ

のご記入お願いいたします。

　
■問合先　政策推進課　☎ 73‐3116

平成２６年度国民健康保険税の税率改正について
～資産割の廃止を予定しています～

　日出町の国民健康保険税の算定は、所得割・資産割・均等割・平等割の 4方式の合算により行われています。

　近年、これらの算定方法のうち資産割を廃止している市町村が増えており、県内 18市町村で資産割を実

施しているのは、現在、日出町を含めて 3町村（玖珠町、姫島村）のみとなっています。

　また、居住用資産等、収益性の無い土地・建物の価値を保険税の算定対象にすることは、固定資産税との

二重課税と感じられることもあるため、平成 26年度以降、資産割を廃止した上での税率改正を予定してお

ります。

区　分 算定方式 算定方法 税　率 平成 26年度税率

医　療　分

所得割 課税所得× 8.4%　 見直し
資産割 固定資産税× 22.2%　 平成 26年度廃止予定
均等割 加入者 1人当たり 24,700 円　 見直し
平等割 １世帯当たり 28,000 円　 見直し

後期高齢者支援分

所得割 課税所得× 2.1%　 見直し
資産割 固定資産税× 5.8%　 平成 26年度廃止予定
均等割 加入者 1人当たり 6,300 円　 見直し
平等割 １世帯当たり 7,000 円　 見直し

介　護　分

所得割 課税所得× 1.8%　 見直し
資産割 固定資産税× 2.0%　 平成 26年度廃止予定
均等割 加入者 1人当たり 7,800 円　 見直し
平等割 １世帯当たり 4,800 円　 見直し

（平成25年度税率）
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

　同時に、この事業の趣旨に賛同

いただける事業者も募集してい

ます。

　協力事業者は、日常業務を行う

中で、住民の日常生活に異変を感

じた場合には、町に連絡をいただ

くほか、緊急を要する場合は、警

察や消防に通報していただく等

の見守り活動を行っていただき

ます。

　地域のみなさんや事業者との

協力により、地域社会全体で見守

り活動を行う体制をめざしてい

きます。ぜひ、ご協力をお願いし

ます。
※この事業は「見守り」を主体として
います。住民のみなさまのプライバ
シーには、十分配慮して「見張り」に

ならないように活動していきます。

　■問合先
　　福祉対策課地域福祉係
　　☎ 73－ 3121

たとえば、

○○さんのおうち、

　「ここのとこ新聞や郵便物がたまっている」

　「何日も雨戸が閉まったまま」

　「最近、見慣れない人がよく出入りしている（訪問販売が疑われる）」

など、気になることがあったら、町にご連絡ください。適切な支援につないでいきます。

【地域見守り隊のイメージ図】

見守り

協力事業者

  町民（近所のみなさん）  町民（近所のみなさん）

見守り

協力事業者

見守り

協力事業者

見守り

協力事業者

日出町社会福祉協議会

民生委員・児童委員・

区長・老人クラブ

杵築日出警察署

杵築速見消防組合

日出町役場総務課・福祉対策課
日出町地域包括支援センター

連　携

「確認」　「対応」　「支援」

何か気づいたら

「連絡」「通報」「相談」

連　携連　携

「地域見守りネットワーク事業」を平成26年1月から始めます。
住み慣れた地域で誰もが安心して暮らせるまちづくりをめざしています

　地域のみなさんが、ひとり暮らしの高齢者など、近くにお住まいの方の日常生活に何らかの異変を
感じた場合に、これらの方の早期支援が可能となるよう、町と地域が連携した「地域見守りネットワー
ク事業」を始めます。
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健　康
子育て

『65歳からの元気アップいきいきセミナー』閉講！

　10 月３日、『65 歳からの元気アップいきいきセミナー』の閉講式があり

ました。

　団塊世代の方々が、いつまでも健康で自分らしい生活を送ることをめざす、

この全５回のセミナーでは、26名の方が交流を図りながら、運動や栄養に

ついて学びました。

　参加者からは「人との交流の大切さを心から感じた」「これからの自分の

生活を改めて考えることができた」「健康寿命を延ばしたい」などの感想が

聞かれました。

　このセミナーでは、人とのつ

ながり、地域でのつながりを一

緒に考えることができ、新たな

ことにチャレンジするきっか

けにもなっています。

　■問合先　

　　健康増進課長寿健康係

　　☎ 73-3130　
平成 25 年度「65 歳からの元気アップいきい
きセミナー」参加者のみなさん

　しっかりかめて、なんでもおいしく食べること、会話を楽しむこと、声を

出して笑うことなど、お口の健康は人生を楽しく豊かにするために大きな意

味を持ちます。

　高齢になると歯の数やだ液の分泌量の減少、飲み込む機能の衰えなどから、

むし歯や歯周病だけでなく、誤
ごえん

嚥や肺炎、窒息などの危険が高まります。

　口の中の汚れを放っておくと、ばい菌が気管、肺に移動してしまうことも

あり、抵抗力が落ちてくると「誤
ごえ ん

嚥性肺炎」になってしまいます。肺炎は死

因の第３位で、高齢者は気をつけたい病気です。口の中の健康は、体全体の

元気の源ともいえます。

【お口の健康を守るための３つのポイント】

【お口の手入れ】
★毎食後の歯みがき
　�歯垢には数えきれない細菌が
います。歯ブラシや糸ようじ、
歯間ブラシを上手に使い分け
ましょう。
★舌の手入れ
　�口臭予防、細菌を増やさない
ためにも舌苔（ぜったい）を
とりましょう。
★入れ歯の手入れ
　�入れ歯ははずして、歯みがき
粉はつけずに歯ブラシでみが
きましょう。合わなくなった
ら、自分で調整せずに、歯科
医院へ。

【お口の体操】
★うがい
　�ぶくぶくうがい、ガラガラうが
いもお口の体操です。

★体操
①�口を閉じたまま頬をふくらませ
たり、すぼめたりしましょう。

②�口を大きく開けて、舌を出した
り引っ込めたりしましょう。

③�舌を出して上下左右に動かしま
しょう。

＊�大分県歯科衛生士会から「むす
んでひらいて」のリズムに合わ
せた体操も出されています。資
料は健康増進課にあります。

体の元気はお口の健康から！

【歯科検診】
★�半年から１年に一度は歯科検
診を受けましょう。
　�むし歯や歯周病の発見と歯石
の除去も大事です。

■問合先　

　健康増進課長寿健康係

　☎ 73-3130　

12月の休日当番医
　　　健康増進課	 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間９時～ 17時
＊		町報発行後に休日当番医が変更に
なる場合があります。各医療機関
や健康増進課にご確認ください。

12月の休日当番医

１日　鈴木病院	 73-2131

８日　ｻﾝﾗｲｽﾞ酒井病院	 72-2266

15日　日出児玉病院	 72-2724

22日　てしまこどもの杜ｸﾘﾆｯｸ	 28-0870

23日　こうまつ循環器科内科ｸﾘﾆｯｸ	 73-0077

29日　江本眼科	 28-1700

31日　河野医院	 72-2302

１月の休日当番医

１日　真那井診療所	 72-5270

２日　酒井医院	 72-2624		

３日　日出児玉病院	 72-2724

５日　松本整形外科ｸﾘﾆｯｸ	73-2775

12日　さくら医院	 28-0777

13日　金田耳鼻咽喉科医院	28-0810
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≪集まれひじ人！元気に運動カレッジ☆ 49名卒業！≫

　９月から始まった “集まれひじ人！元気に運動カレッジ☆（全８回）”

が 10月 30日に修了しました。

　「運動が大好き！」という人や「運動は苦手…。でも健康づくりに役

立てたい！」という方などが大勢集まり、みんなで楽しく運動を学びま

した。

　講師は別府大学健康運動指導士の長野力先生で、ストレッチ・リズム

体操・ウォーキング・筋力トレーニングなど、さまざまな運動方法を楽

しいお話を交えながら学ぶことができ、運動を通じて友達ができた方も

多いようです。

　今後も健康増進課では健

康づくりや仲間づくりに関

する教室を開催しますので、

ぜひご参加ください。

■問合先

　健康増進課長寿健康係

　☎ 73 － 3130長野力先生と楽しくリズム体操

「こころの相談会」に来てみませんか？
　眠れない、食欲がない、ストレスがある、疲れやすい、やる気がで
ない､ 職場でうまくいかない、子どものことで心配など、心の悩みは
ありませんか。
　「つらい気持ち」をひとりで抱え込まずに、心配や不安なことを話し
て、こころを軽くしてから、これからどうしたらよいかを一緒に考え
ましょう。
　あなたが悩んでいる様々な相談について、必要な支援やサービスに
つなげます。ご家族の方の相談にも応じます。（相談は無料。秘密は厳
守します）

　　【日　時】12 月 13 日（金）※毎月第２金曜日

　　　　　  　９時～ 12 時／ 13 時～ 16 時（相談時間：１時間程度）

　　　　　　＊完全予約制の個別相談です。

　　　　　　＊  相談日の 2 日前までに電話もしくは直接窓口にてお申し

　　　　　　　込みください。

　　【場　所】保健福祉センター

　　【対　象】日出町に住民票がある方

　　【相談員】臨床心理士　阿部郁美氏

　　　　　　 ＊ 病院での心理相談、スクールカウンセラーなど、

　　　　　　　多くの場所で相談業務をされています。

　■申込・問合先　福祉対策課障害福祉係　☎ 73-3126

日出町地域子育て支援センター
	 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談・援助
　月～金　9時～16時
●赤ちゃん広場（0歳～2歳）
　3日（火）･10日（火）･17日（火）
　10時～12時
●エアロビクス教室（0歳～就学前）
　13日（金）・27日（金）10時45分～11時45分
●	モコモコリースをつくろう（0歳～
就学前）6日（金）11時～
●	年賀状をつくろう（0歳～就学前）
　12日（木）11時～（中央公民館）
●	お楽しみ会ﾌﾘｰﾀｲﾑ（0歳～就学前・
要申込）16日（月）11時～
●	お楽しみ会赤ちゃんｸﾗｽ（0歳～2歳・
要申込）17日（火）11時～
●	お正月飾りをつくろう（0歳～就学
前）20日（金）11時～
●誕生会（0歳～就学前）24日（火）11時～
●	ｾﾛﾌｧﾝｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽをつくろう（0歳～
就学前）25日（水）11時～

日出町児童館	 ☎85‐8820

●	親子リトミック教室（乳幼児・要申込・
ボール持参）3日（火）11時～12時

●	ちびっこあつまれ！（ミニ運動会・乳幼
児・要申込）9日（月）10時30分～12時

●	えいごであそぼ（乳幼児）
　11日（水）11時～11時30分
●	たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　13日（金）11時15分～11時45分
●	WAKUWAKUつみきくらぶ（乳幼児）
　25日（水）10時30分～12時

さざんか児童館	 ☎72‐8383

●絵本の読み聞かせ（乳幼児親子）
　2日（月）10時30分～
●エアロビクス（お母さん向け＊乳幼児
　から一緒に参加可能・要申込・600円）
　2日（月）･16日（月）13時30分～
●赤ちゃん広場（0歳児・要申込・200円）
　6日（金）10時30分～
●絵本の読み聞かせ（小学生）　
　7日（土）10時30分～
●スマイル子育て相談会
　13日（金）10時30分～（中央公民館）
●	みんなで誕生日パーティ！（乳幼児親子・
要申込・200円）	17日（火）10時30分～

●	クリスマス会（乳幼児親子・子ども1
人150円・要申込）・2～5歳児　19
日（木）10時30分～11時30分・1歳
児まで　20日（金）10時30分～11
時30分
●	クリスマス飾り作り　
　23日（月）10時～／13時～
●親子グループ活動　10時30分～
　0～1歳児　4・11日（水）
　　		2歳児　5・12日（木）
　3～5歳児　3・10日（火）
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■応募条件　 ジアスサイト（日出町、豊後高田市、杵築市、宇佐市、国東市、姫島村）で、秋季・
冬季に撮影されたものに限ります。

■応募規定　四切サイズ（ 四切、大四切、ワイド四切）
　　　　　　写真裏に応募票を貼付（応募票は下記応募先で配布。自作の応募票でも可）
■応  募  先　県農林水産部農村整備計画課及び各振興局農林基盤部（県総合庁舎内）
■そ  の  他　 入賞作品の著作権は国東半島宇佐地域世界農業遺産推進協議会に帰属させていただ

きます。
　　　　　　応募作品は原則返却いたしませんので、その旨ご理解をお願いします。
■各　　賞　推進協議会長賞 1 点 賞金、優秀賞  2 点 賞金、佳作 3 点 賞金
■応募期限　平成 26 年２月 28 日（金）当日消印有効
■主　　催　国東半島宇佐地域世界農業遺産推進協議会
■受付・問合先　県農村整備計画課　農村環境保全班 ☎ 097 ‐ 506 ‐ 3713

日出町では、多種多様の農作物が生産されてお
り、各ご家庭へ伺うと、それらを使った様々な漬
物が作られています。
その「家庭の味」を多くの方に紹介して、漬物

の良さを理解していただき、手づくりの味を楽しん
でもらおうと、第１回・ひじまち漬物コンテストを開

催します。
このコンテストは、一般部門・ヘルシー部門・国

際部門の３つに分けて実施します。

この機会に「家庭の味」自慢をしてみませんか。

一般部門グランプリには米30㎏!!
さらにヘルシー部門・国際部門グランプリには米15㎏!!

第１回・ひじまち漬物コンテスト

賞品有 !
!

※詳しくは日出町ＨＰにて
http://www.town.hiji.oita.jp/

平成 26年 2月 15日（土）10時～ 12時◆日　時

年齢・性別を問いません。町外の方の参
加もＯＫです。コンテスト当日に漬物を
持参できる方に限らせていただきます。

◆参加資格

日出町保健福祉センター調理室◆会　場

平成 26年 1月 31日（金）
申込書は日出町ＨＰよりダウンロードす
るか、下記担当課窓口に用意しています。

◆申込期限

政策推進課　☎ 73-3116◆申込・問合先
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定 期 相 談

１２月の休館日

図 書 館 だ よ り

萬里図書館　　　７２－２８５１　

新刊案内

『京都西陣シェアハウス』
～憎まれ天使・有村志穂～
鏑木蓮：著　講談社：刊
　京都西陣のシェアハウスに住む
悩み多き住人たち。住人のひとり・
有村志穂のお節介が、本人たち
も気付かなかった謎を解きあかす
…。感動の名手がおくる人情ミス
テリー。『京都新聞』等連載を改
題し書籍化。

『たからもの』
北原亞以子：著　講談社：刊
　傷ついた人にいつでもそっと
寄り添うお捨、笑兵衛夫婦。生
きてゆくことにつきまとう寂し
さ、口惜しさ、腹立たしさ。つ
めたい雨の日に、傘をさしかけ
てくれる、やさしさあふれる８
つの物語。『小説現代』掲載を単
行本化。

『うずらちゃんのたからもの』
きもとももこ：さく
福音館書店：刊
　今日はお母さんの誕生日。お
父さんがお花をプレゼントする
のを見て、うずらちゃんも「キ
ラキラしてきれいな宝物」をあ
げたくなりました。仲良しのひ
よこちゃんと、宝探しに出発で
す！

『ほんとうのおおきさ・
てがたあしがた図鑑』

小宮輝行：著  学研教育出版：刊
　ゴリラ、ホッキョクグマ、リス、
キリン、サイ…。著者が 40 年の
動物園勤務で採集した膨大なコ
レクションから厳選した、動物
たちの手がた・足がた 67 種を実
物大で紹介。アフリカゾウの足
がたポスター付き。見返しに目
次あり。

　2日・8日・9日・16日・22日・23日・29日・30日・31日

■ブーフーウーによる読み聞かせ
　○日時　12月 14日（土）　10時 30分～ 11時 30分
　　　　　0歳～ 3歳向け
　○日時　12月 28日（土）　10時 30分～ 11時 30分
　　　　　4歳～小学校低学年向け

■ FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ
　○日時　12月 27日（金）　�11 時～ 11時 30分
　　　　　0歳～ 5歳くらいまで

●行政相談
  場　所　役場新館3階333会議室
  日　時　12月3日（火）10時～15時
  問合先　総務課　☎73‐ 3150

●心配ごと相談
　場　所　役場新館3階333会議室
��� 日    時　12月10日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73‐ 3121

●心配ごと・行政合同相談
　場　所　役場新館3階333会議室
　日　時　12月17日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐ 3150

●なんでも相談
　相談先　役場新館1階
������������������なんでも相談室
　　　　　☎73‐ 3118

●障がい児・者等支援相談
　相談先　社会福祉法人「みのり村」
　　　　　みのり障がい者生活支援センター

　　☎72‐ 2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　太陽の家障害者生活支援センター
　　　　　　☎72‐ 1682
　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　日出町地域包括支援センター

（健康増進課内）☎73‐ 3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73‐ 3121

●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎0120 ‐ 462 ‐ 110

��������（24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　

☎0978 ‐ 62 ‐ 2271

●法律相談（要予約）
　日　時　第２火曜（保健福祉センター）
　　　　　第４火曜（役場333会議室）
　　　　　※祭日の場合は休み
　　　　　13時30分～16時30分
　費　用　30分につき5,000円
　　　　　��※収入が一定以下の方及び多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会

☎097 ‐ 536 ‐ 1458
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募�

集

県
臨
時
職
員
採
用
候
補
者

　
　

名
簿
登
録
試
験

　

県
の
本
庁
及
び
県
内
地
方
機

関
に
お
い
て
事
務
補
助
を
行
う

臨
時
職
員
の
採
用
候
補
者
名
簿

登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
応

募
書
式
は
12
月
２
日
（
月
）
か

ら
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
県
庁
舎
受
付
や
県
の
各
振

興
局
等
で
も
配
布
し
ま
す
。

▼
試
験
日　

２
月
１
日
（
土
）

▼�

募
集
期
間　

12
月
９
日

（
月
）
～
１
月
８
日
（
水
）

▼
問
合
先　

県
人
事
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
１
１

公
立
学
校
臨
時
事
務
員
及
び

非
常
勤
職
員
採
用
候
補
者

名
簿
登
録
試
験

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
立

学
校
及
び
市
町
村
立
学
校
に
お

い
て
、
事
務
及
び
事
務
補
助
を

行
う
臨
時
事
務
員
及
び
非
常
勤

職
員
の
採
用
候
補
者
名
簿
登
録

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
日　

２
月
１
日
（
土
）

▼�

募
集
期
間　

12
月
９
日

（
月
）
～
１
月
８
日
（
水
）

▼
問
合
先　

県
教
育
庁

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
１
７

県
立
聾
学
校

　
　

専
攻
科
産
業
技
術
科

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
県
立

聾
学
校
に
専
攻
科
産
業
技
術
科

（
工
芸
情
報
コ
ー
ス
、
生
活
産

業
コ
ー
ス
、
理
容
コ
ー
ス
）
を

新
設
予
定
で
す
。
特
に
、
理
容

コ
ー
ス
は
全
く
経
験
が
な
い
方

で
も
３
年
間
で
理
容
師
の
国
家

試
験
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
説
明
会
を
12
月
６

日
（
金
）
に
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

▼
選
考
日

○�

前
期

　

平
成
26
年
３
月
11
日
（
火
）

○�
後
期

　

平
成
26
年
３
月
19
日
（
水
）

▼
出
願
資
格

○�

聾
学
校
高
等
部
の
卒
業
者
も

し
く
は
平
成
26
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
方
。

○�

そ
れ
以
外
の
高
等
学
校
等
の

卒
業
者
も
し
く
は
卒
業
見
込

み
の
方
の
中
で
学
校
教
育
法

施
行
令
22
条
の
３
の
聴
覚
障

害
者
に
該
当
す
る
方
。

＊
県
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
定
員　

８
名
（
予
定
）

▼�

選
考
方
法　

調
査
書
、
小
論

文
、
面
接
等
（
予
定
）

▼
募
集
期
間

○�

前
期　

平
成
26
年
２
月
17
日

（
月
）
～
21
日
（
金
）

○�

後
期　

平
成
26
年
３
月
17
日

（
月
）
～
18
日
（
火
）

▼�

問
合
先　

県
立
聾
学
校
（
教

頭
）
首
藤

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
０
４
７

県
立
盲
学
校
高
等
部

▼
日
時

○�

面
接
・
適
性
検
査

　

３
月
４
日
（
火
）

○�

学
力
検
査

　

３
月
11
日
（
火
）

▼�

対
象　

視
覚
に
障
が
い
の
あ

る
方
（
両
眼
矯
正
視
力
０
・
３

未
満
、
高
度
な
視
野
狭
窄
等
）

▼
内
容　

○
高
等
学
校
に
準
ず
る
教
育
。

○�

知
的
障
が
い
教
育
特
別
支
援

学
校
に
準
ず
る
教
育
。

○�

「
あ
ん
ま
師
・
は
り
師
・
き
ゅ

う
師
」
を
目
指
す
職
業
教
育
。

▼�

出
願
期
間　

２
月
17
日

（
月
）
～
21
日
（
金
）

▼�

問
合
先　

県
立
盲
学
校
（
教

務
係
）
片
桐

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

別杵速見森林組合職員募集
　別杵速見森林組合では、正職員１名（高校卒業
程度の学力を有する方）を採用します。採用予定
日は平成 26年 4月 1日です。

■職種　�山林施業の現場管理及び関連事務（パソ
コン使用）

■受験資格
　○�昭和 63 年４月１日から平成 8年 3月 31 日

までに生まれた方
　○�採用後、本組合管内（日出町・別府市・杵築

市）に居住できる方
■受験申込受付期間
　平成 26年１月 7日（火）から１月 28日（火）
　�採用申込書・履歴書を提出してください（申込
書・履歴書は森林組合で配布）
■申込・問合先
　別杵速見森林組合総務課
　☎ 75-0286
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看
護
職
就
職
相
談
会

　

参
加
希
望
者
は
申
込
書
を

フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
下
さ
い
。
当

日
参
加
も
可
で
す
。

▼�

日
時　

12
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

▼�

場
所　

大
分
県
看
護
研
修
会

館
▼�

対
象
者　

九
州
内
の
看
護
学

生
及
び
准
看
護
学
生
、
看
護

職
等

▼�

内
容　

各
施
設
ご
と
に
ブ
ー

ス
を
設
け
た
就
業
相
談

＊�

参
加
者
に
は
景
品
を
準
備
し

ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼�

申
込
期
限

　

12
月
10
日
（
火
）

▼�

申
込
・
問
合
先　

県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
７
４
‐
７
１
３
６

お
お
い
た
妊
娠

　
　

ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

　

思
い
が
け
な
い
妊
娠
の
悩
み

や
「
妊
娠
し
た
け
ど
出
産
や
育

児
が
心
配
」
等
の
相
談
に
、
専

任
の
助
産
師
が
対
応
し
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

▼�

日
時　

水
曜
日
～
日
曜
日
11

時
30
分
～
19
時
（
年
末
年
始

除
く
）

▼�

場
所　

　

�

県
助
産
師
会
「
子
育
て
・
女

性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
」
内

▼
電
話
相
談

☎
０
１
２
０
‐
２
４
１
‐
７
８
３

▼
メ
ー
ル
相
談

　
ninsin-783@

sage.ocn.ne.jp
▼
面
接
相
談

○�

産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
相
談

（
予
約
制
）

○
専
任
助
産
師
に
よ
る
相
談

▼
相
談
料　

無
料

▼
問
合
先　

県
福
祉
保
健
部

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
６
３

無
料
行
政
相
談
会

　

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

住
民
の
皆
様
の
相
談
窓
口
の
１

つ
と
し
て
、
毎
月
第
３
水
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

▼�

日
時　

12
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

▼
場
所　

県
行
政
書
士
会

▼�

相
談
内
容　

遺
言
・
成
年
後

見
相
談
・
不
動
産
関
連
・
内

容
証
明
・
各
種
許
認
可
申
請
・

そ
の
他

▼�

問
合
先　

県
行
政
書
士
会
事

務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
に

よ
り
様
々
な
困
難
を
抱
え
な
が

ら
支
援
に
辿
り
着
け
ず
に
い
る

方
や
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
が

ち
な
方
（
生
活
困
窮
者
、
高
齢

者
、
外
国
人
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
Ｄ
Ｖ
・
性
暴

力
被
害
者
、
障
が
い
者
、
ホ
ー

ム
レ
ス
、
多
重
債
務
者
、
ひ
と

り
親
世
帯
等
）
へ
の
多
角
的
な

支
援
事
業
等
を
通
し
て
、
誰
も

が
「
居
場
所
」
や
「
出
番
」
を

実
感
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
相
談
の
専
門
員
が
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
ず
に
、
お
電
話
下
さ

い
。
ど
ん
な
方
の
、
ど
ん
な
悩

み
に
も
よ
り
そ
っ
て
、
一
緒
に

解
決
す
る
方
法
を
探
し
ま
す
。

秘
密
厳
守
。

▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の

様
々
な
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ

と
、
嫌
が
ら
せ
、
差
別
等
、
何

で
も
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
無

料
。
秘
密
厳
守
。
匿
名
可
。

▼���

日
時　

平
日
10
時
～
20
時

（
土
・
日
・
祝
日
18
時
ま
で
）

▼�

受
付
期
限

　

平
成
26
年
１
月
19
日
（
日
）

＊�

12
月
28
日
（
土
）
～
平
成
26

年
１
月
５
日
（
日
）
を
除
く
。

▼�

相
談
専
用
電
話
～
ア
イ
ヌ
の

方
々
の
た
め
の
専
用
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

▼�

問
合
先　

人
権
教
育
啓
発
推

進
セ
ン
タ
ー

☎
03
‐
５
７
７
７
‐
１
８
０
２

消
防
設
備
点
検

　
　

資
格
者
講
習

▼
日
時　

○�

第
１
種

　

�

平
成
26
年
２
月
18
日
（
火
）

～
20
日
（
木
）（
３
日
間
）

○�

第
２
種

　

�

平
成
26
年
２
月
25
日
（
火
）

～
27
日
（
木
）（
３
日
間
）

▼�
場
所　

県
農
業
共
済
組
合
連

合
会

▼�

対
象　

消
防
法
施
行
規
則
第

31
条
の
６
第
６
項
及
び
平
成

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

相�

談

講�

座

19



12
年
消
防
庁
告
示
第
11
号
に
規

定
す
る
受
講
資
格
を
有
す
る
方

▼�

申
請
（
受
付
）
期
間

　

�

平
成
26
年
１
月
６
日
（
月
）

～
24
日
（
金
）

▼
受
講
料

○�

第
１
種
・
第
２
種
の
区
分
ご

と
に
３
１
，
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

○�

合
否
判
定
通
知
郵
送
料
80
円

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＊�

科
目
免
除
の
あ
る
方
は
、
受

講
料
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
の

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

○�

受
講
申
請
書
提
出
後
、
受
講

料
払
込
用
紙
及
び
受
講
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼�

提
出
・
申
込
先
（
持
ち
込
み

又
は
郵
送
）

　

県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

消
防
設
備
点
検

　
　

資
格
者
再
講
習

▼
日
時

○�

第
１
種

　

平
成
26
年
３
月
４
日
（
火
）

○�

第
２
種

　

平
成
26
年
３
月
５
日
（
水
）

▼
場
所　

県
教
育
会
館

▼
対
象　

○�

平
成
20
年
度
に
資
格
を
取
得

し
た
消
防
設
備
点
検
資
格
者
。

○�

平
成
20
年
度
に
再
講
習
を
受

け
た
消
防
設
備
点
検
資
格
者
。

▼�

申
請
（
受
付
）
期
間

　

�

平
成
26
年
１
月
６
日
（
月
）

～
24
日
（
金
）

▼�

受
講
料　

第
１
種
・
第
２
種

の
区
分
ご
と
に
９
，
５
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
台
含
む
）

▼�

提
出
・
申
込
先
（
持
ち
込
み

又
は
郵
送
）

　

県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

店
舗
販
売
員
促
進
者
講
習

▼�

日
時　

平
成
26
年
２
月
３
日

（
月
）
～
14
日
（
金
）
の
間

で
８
日
間

▼
場
所　

豊
泉
荘

▼�

対
象　

就
職
を
希
望
さ
れ
る

55
歳
以
上
の
方
で
、
公
共
職

業
安
定
所
に
求
職
申
込
を
さ

れ
た
方

▼�

募
集
期
間

　

�

12
月
12
日
（
木
）
～
平
成
26

年
１
月
28
日
（
火
）
必
着

▼�

募
集
人
数

　

15
名
（
選
考
あ
り
）

▼�

選
考
日

　

平
成
26
年
１
月
30
日
（
木
）

▼�

面
接
会

　

平
成
26
年
２
月
14
日
（
金
）

＊�

求
人
事
業
主
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
別
府
の
出
席
で
開
催
。

▼
受
講
料　

無
料

▼�

申
込
・
問
合
先　

県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

笑
い
ヨ
ガ

　

が
ん
患
者
及
び
そ
の
ご
家
族

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
笑
い

ヨ
ガ
は
腹
圧
の
か
か
る
有
酸
素

運
動
で
す
。
ご
心
配
の
方
は
主

治
医
に
ご
相
談
の
上
、
お
越
し

下
さ
い
。
参
加
無
料
。
申
込
不

要
。

▼�

日
時　

12
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

▼
場
所　

別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

▼�

問
合
先　

別
府
医
療
セ
ン

タ
ー　

が
ん
相
談
支
援
室

☎
67
‐
１
１
１
１

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

▼�

日
時　

平
成
26
年
１
月
11
日

（
土
）
10
時
～
13
時

▼
場
所　

別
府
大
学　

▼
対
象　

地
域
の
男
性
40
名

▼�

申
込
期
限

　

平
成
26
年
１
月
６
日
（
月
）

▼
費
用　

５
０
０
円

▼�

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

布
▼�

問
合
先　

別
府
大
学
食
物
栄

養
科
学
部

☎
66
‐
９
６
３
０

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
講
座
】

▼�

日
時

　

１
月
10
・
17
・
24
・
31
日

　

10
時
～
12
時
（
毎
週
金
曜
）

▼�

場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

３
，
０
０
０
円

　

※
Ｐ
Ｃ
持
ち
込
み
可

【
無
料
IT
相
談
】

▼�

日
時

　

１
月
９
・
16
・
23
・
30
日

　

13
時
～
15
時
（
毎
週
木
曜
）

▼�

場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼�

募
集
期
限

　

12
月
20
日
（
金
）

▼�

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

大
学
生
等
向
け
県
内
企
業

に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会

　

大
分
県
内
企
業
参
加
の
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
27
年
３
月
卒
業
予
定
の
大

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/

悩む前に、お気軽にご相談ください。

阿部稔尚行政書士事務所
速見郡日出町3806番地21

電話 72-0975・FAX 75-7227

業務案内
相続・遺言手続・任意後見契約
建設業・農地法・古物商等各種許可申請
経営事項審査
内容証明・示談書・協議書作成等

そ
の
他
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2014招福ねこ暦を10名様にさしあげます。
下記のホームページから申し込み下さい。

送付された資料は抽選後消去し、転用は致しません。

学
生
等
（
一
般
の
方
、大
学
１
・

２
年
生
等
の
参
加
も
可
）
が
対

象
で
す
。

【
東
京
会
場
】　

▼�

日
時　

平
成
26
年
１
月
11
日

（
土
）
11
時
～
16
時
30
分

▼�

場
所　

東
京
交
通
会
館
12

階
【
大
阪
会
場
】

▼�

日
時　

平
成
26
年
１
月
25
日

（
土
）
11
時
～
16
時
30
分

▼�

場
所　

京
阪
淀
屋
橋
ビ
ル
４

階
【
福
岡
会
場
】

▼�

日
時　

平
成
26
年
２
月
８
日

（
土
）
13
時
30
分
～
17
時

▼�

場
所　

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ビ
ル
８
階

▼
問
合
先　

県
商
工
労
働
部

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
４
３

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

　
　

労
働
保
険
！

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
給

付
や
失
業
給
付
、
各
種
助
成
金

等
の
事
業
を
通
じ
て
、
労
働
者

の
福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
政
府
管
掌
の
強

制
保
険
で
す
。
し
た
が
っ
て
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
の
方
は
、
個
人
・
法

人
に
か
か
わ
ら
ず
労
働
保
険
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
大
分
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
室
又
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
、
公
共
職
業
安

定
所
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

▼
問
合
先　

大
分
労
働
局

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
７
０
９
５

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　
　

最
低
賃
金

　

大
分
県
で
働
く
す
べ
て
の
方

へ
。
10
月
20
日
よ
り
最
低
賃
金

が
11
円
上
が
り
、
６
６
４
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先　

大
分
労
働
局

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

税
関
か
ら
の
密
輸
に
か
か

る
情
報
提
供
の
お
願
い

　

12
月
に
「
年
末
特
別
警
戒
」

を
実
施
し
ま
す
。
大
分
税
関
支

署
で
は
県
下
の
空
港
や
港
に
お

い
て
密
輸
の
取
締
り
及
び
情
報

収
集
を
強
化
し
ま
す
。
覚
醒

剤
・
麻
薬
等
の
不
正
薬
物
や
け

ん
銃
等
の
密
輸
に
関
す
る
「
不

審
な
話
」
や
「
う
わ
さ
」
を
耳

に
さ
れ
ま
し
た
ら
、
税
関
へ
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
通
報
先　

○
大
分
税
関
支
署

☎
０
９
７
‐
５
２
１
‐
２
６
９
１

○�

税
関
密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
24
時
間
受
付
）

☎
０
１
２
０
‐
４
６
１
‐
９
６
１

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

海
外
か
ら
の
高
校
生
を
家
族

の
一
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
ご

家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
三

度
の
食
事
は
ご
家
庭
の
ご
負

担
、
通
学
費
・
医
療
費
は
Ａ
Ｆ

Ｓ
負
担
、
小
遣
い
は
本
人
負
担

で
す
。

▼�

受
入
期
間　

平
成
26
年
３
月

下
旬
～
平
成
27
年
２
月
上
旬

＊�

留
学
生
は
最
寄
り
の
高
校
に

通
学
し
ま
す
。

▼�

申
込
期
限

　

12
月
６
日
（
金
）

▼�
問
合
先　

Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会

大
分
支
部

☎
21
‐
５
４
４
１

　

町
民
文
芸

　
　
　
　
　

日
出　

永
松
美
知
子

絶
景
を
秋
の
夕
日
の
落
ち
る
ま
で

　
　
　
　
　

川
崎　

大
原
カ
ヅ
ヱ

短
日
の
こ
う
し
て
居
れ
ぬ
老
の
時

　
　
　
　
　

川
崎　

塩
出
千
鶴
子

あ
の
ね
の
ね
孫
と
お
話
し
冬
間ま

ぢ

か近

　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永　

晏
司

裏
庭
の
寒
竹
の
子
の
背
く
ら
べ

　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永
三
千
代

冬
近
し
座
布
団
の
あ
る
山
の
駅

　
　
　
　
　

日
出　

大
野　

仁
王

巫み

こ女
の
舞
小
春
の
宮
に
華
や
げ
る

　
　
　
　
　
　

日
出　

定
平　

勝
義

短
日
の
西
の
鹿
鳴
越
茜
空

　
　
　
　
　
　

川
崎　

濱
本
紀
代
子

満
願
橋
工
事
現
場
を
わ
た
り
ゆ
く

ラ
ン
ド
セ
ル
一
団
街
の
宝
ぞ

　
　
　
　
　
　

藤
原　

廣
井　

準
兵・

大お
お
い
ち
ょ
う

銀
杏
幹
よ
り
乳ち

ち

が
出
る
と
云
う

椎し

い
や屋

の
里
に
児こ

の
笑
み
想
う

　
　
　
　
　
　

藤
原　

目
代
み
や
子

眞ま

む向
か
い
の
髙や

ま
崎
山
の
ふ
も
と
に
灯ひ

が

点と
も

る
帰
ら
ぬ
子
を
待
つ
暮
れ
早
か
り

　
　
　
　
　
　

豊
岡　

南　
　

悦
子

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華
向む

か

い
の
岸
に
緋ひ

を
掲か

か

げ

つ
か
の
間
一
面
の
華は

な

や
ぎ
を
見
す
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お
む
す
び
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ひ
じ
「
お

む
す
び
」
で
は
、
子
育
て
を
よ

り
楽
し
め
る
機
会
作
り
の
た

め
、
マ
マ
た
ち
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

▼
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼�

対
象　

５
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
10
組

　
（
先
着
順
・
一
組
５
０
０
円
）

▼�

内
容　

サ
ン
タ
さ
ん
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
も
ら
お
う
、
新
聞

プ
ー
ル
で
宝
探
し
等

▼
問
合
先　

お
む
す
び

☎
０
８
０
‐
８
５
６
８
‐
６
７
２
２

大
川　

湊あ
つ
き生（
光
生　

太
田
）

宮
﨑　

加か
れ
ん恋（
彰
吾　

是
城
）

佐
藤　

天て
ん
か珂（
保
則　

長
野
）

田
中　

西さ

え依（
証
道　

中
の
二
）

宇
都
宮　

藤ふ
じ（
唯　

中
の
二
）

池
田　

颯り
く
と人（

優
人　

中
の
三
）

首
藤　

織お
り
と人（

祐
志　

西
の
二
）

河
野　

礼れ

な愛（
弘
和　

西
の
二
）

松
木　

結ゆ

あ彩（
秋
津�

辻
間
団
地
北
）

高
宮　

美み

こ湖（
弘
幸�

日
出
本
町
）

藤
井
沙さ

さ

ね

々
音（
教
真　

八
日
市
）

藤
井
弥や

や

の

々
乃（
教
真　

八
日
市
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

右
田　

光こ
う
き希（

佳
万　

佐
尾
）

長
谷
雄
彩い
ろ
は葉（

紳
悟　

上
仁
王
）

小
野
愛あ

や

ね

彩
音（
雄
太　

東
仁
王
）

望
月　

秋し
ゅ
う
あ吾（

良
和�

日
出
団
地
）

緒
方　

爽さ

き姫（
悠
介�

日
出
団
地
）

井
樋　

翼つ
ば
さ咲（
智
徳�

日
出
団
地
）

阿
南　

慧け
い
た大（
佑
典　

南
部
）

森
田　

悠は
る
き輝（
翔
悟　

南
部
）

小
林　

柚ゆ
ず
は華（
哲
也　

宗
行
）

川
上　

心し
ん
ぺ
い平（

陽
二　

辻
の
尾
）

橋
山　

璃り

お音（
大
輔　

内
野
）

谷　

亜あ

や

か

弥
楓（
英
和　

内
野
）

若
松　

美み

う羽（
隆
彦　

内
野
）

岡
部
ツ
ヤ
子（
83�

辻
間
団
地
西
）

草
野　

露
子（
83　

豊
岡
）

梶
原　

マ
ス（
96　

南
浜
）

深
見　

和
子（
96　

日
出
中
央
）

髙
橋　

進　
（
89　

西
八
日
市
）

橋
本
ヒ
フ
ミ（
70　

佐
尾
）

渡
邊
ト
メ
子（
89　

堀
）

安
藤　

一
司（
57�

日
出
団
地
）

小
野
マ
ス
ミ（
66　

南
部
）

芝
尾　

正
文（
62　

南
部
）

阿
部　

和
秀（
51　

西
部
）

安
部　

政
照（
86　

赤
松
）

林　
　

菊
子（
91　

辻
の
尾
）

佐
藤　

公
義（
95　

軒
の
井
）

小
石　

文
男（
81　

真
那
井
）

＊
10
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

ｗ

主な公共施設のお休み

年末年始　町の業務のお知らせ

12 月 29 日 12 月 30 日 12 月 31 日 1 月 1 日 1 月 2 日 1 月 3 日 1 月 4 日

可燃ごみ
8 時 30 分

～ 17 時

8 時 30 分

～ 17 時

8 時 30 分

～ 17 時
休み

8 時 30 分

～ 12 時
休み

8 時 30 分

～ 17 時

不燃ごみ

粗大ごみ
9 時～15 時 9 時～15 時 9 時～15 時 休み 休み 休み 休み

　藤ヶ谷清掃センター　ごみの受け入れ
年末は、清掃センターへのごみの持ち込み量が増加し、処理場が大変込み合います。

年末の大掃除に早めに取り掛かり、余裕をもって持ち込んでください。

※現在、更新工事中ですので、持込の際は十分注意をお願いします。問合先　生活環境課　☎ 73-3128

休み期間中の戸籍の諸届出は、役場
旧館１階、「時間外受付」で行います。

12 月 27 日～ 1月 4日
●中央体育館（旧町営体育館）

●川崎体育館

●柔剣道場・弓道場

12 月 28 日～ 1月 4日
●安養寺ふれあい広場

●黒岩公園運動場

●川崎運動公園

●糸ヶ浜海浜公園運動場

12 月 28 日～ 1月 5日
●�役場窓口・各ふれあいセンター・コミュニティバス

※なお、郵便局で行っている各種証明書の発行についても、12 月 28
日～ 1 月 5 日の間はお取り扱いできません。

12 月 29 日～ 1月 3日
●中央公民館

●萬里図書館（返却ボックスは利用できます）

●日出町観光協会　　●二の丸館

●保健福祉センター　●エアライフル射撃場
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愛宕神社 大神北大神 甘酒のふるまい（12月 31日深夜～ 3日）

横津神社 藤原覚雲寺 甘酒・おしるこのふるまい（1月 1日 0時～ 3日）
神前での太鼓叩き体験

日出若宮八幡神社 日出若宮 御饌米 3,000 袋の配布（1月 1日～）
縁起物の販売

八津島神社 豊岡宮の下
�神事・除夜祭・竹灯篭点灯（12月 31日 23時～）
御神酒のふるまい・福引き（100円）抽選（1月1日 0時～）
神事・歳旦祭（1月 1日２時～）

大山積神社 豊岡鳴川 御神酒のふるまい（1月 1日 0時～）・茅の輪くぐり
（1月 1日 0時～）・くじ引き抽選会（200 名程度）

大神八幡神社 大神中村 神事祝辞奏上（1月 1日 0時～）・御神酒のふるまい
（1月 1日 0時～）おみくじ福引き（1月 1日 0時～）

遠見稲荷神社 大神八代 甘酒・お餅のふるまい（1月 1日 0時～ 2日）

■問合先　日出町観光協会　☎ 72-4255

新しい年の始めに、地元の神社へお参りしませんか？初詣 2014

　「World　Festival　2013」
国際色豊かな歌や踊り、衣装や遊びを

APU の学生たちと一緒に楽しみませんか？

■日　時　12 月 8 日（日）14 時～

■場　所　中央公民館ホール

■内　容　 ・ ワールドステージ

　　　　　　感動！世界の文化ショー

　　　　　 ・ ワールドファッションブース

　　　　　　いろんな国の衣装を着てみませんか

　　　　　 ・ ワールドゲームブース

　　　　　　世界の遊びを満喫しよう

■対　象　入場無料

　　　　　どなたでも参加できます

■主　催　立命館アジア太平洋大学

■後　援　日出町

■問合先　 スチューデント・オフィス
　　　　　☎ 78-1104　

2014ニューイヤーカウントダウン花火
ショー in ホテルソラージュ大分・日出
■日　　時　１月１日 0 時～打ち上げ開始
■観覧場所　 ホテルソラージュ大分・日出　　　　

　「海の見える芝生広場」
※ レストランソリスタ、温泉入浴の一般利用はでき

ませんので、あらかじめご了承ください。
■問合先　ホテルソラージュ大分・日出
　　　　　☎ 72-1800

ハーモニーランド日出町民対象
年末年始キャンペーン

12 月 26 日～ 1 月 13 日まで（1 月 9 日は休園）
期間中、日出町民の方であれば、ご優待価格で入場で
きます。
■パスポートチケット  通常 2,800 円→ 1,000 円
■ イルミネーションチケット  通常 1,000 円→ 800 円

（16 時以降の入園）
※日出町民を証明できるものが必要　駐車料金別途必要
■問合先　ハーモニーランド　☎ 73-1111
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震災の恐ろしさを風化させないように

東北で学んできたことを、地域の防災力向上に役立てたい！

日出町の人のうごき
平成 25 年 11 月 1 日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

世帯数 11,831 （＋　5） － 50
人　口 28,691 （＋ 20） －115

男 13,748 （＋ 12） － 26
女 14,943 （＋　8） － 89

南端 317 （＋　3）
豊岡 7,319 （－　1）
日出 5,908 （－　1）
藤原 3,844 （－　4）
川崎 5,874 （＋ 31）
大神 5,429 （－　8）

（　）内は前月比
　　  内は今年４月１日比
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　津波被害が想定される町内
沿岸部の区長や防災士など、
計 28 名で構成される視察団
が、東日本大震災で大きな津
波被害を受けた宮城県に向か
います。
　その視察団の一員に、日出
町消防団第６分団の分団長
で、防災士の一宮澄夫さんが
います。
　一宮さんは、福岡県豊前市
の出身で、結婚して妻の文子
さんの故郷である日出町で暮
らすようになりました。
　当時、知り合いのいない町
に移り住んだ一宮さんは、「多
くの人との面識もできる」と
地元消防団に入団した理由を
明かしてくれました。
　以来、35 年にわたり消防
団員としての活動を続けてお
り、その功績が消防庁長官や
日本消防協会会長から表彰さ
れています。
　火災や自然災害など、数多
くの現場に出動してきた一宮
さんが一番大変だったと答え
るのが、「行方不明者の捜索」
です。
　現代のように、便利な携帯
電話も無い時代、広い山林を

限られた人数で、くまなく捜
索していくためには「団員の
チームワークが不可欠だっ
た」と話します。行方不明者
の安否を気遣い、疲労困憊に
なりながらも無事に発見でき
たときは「疲れも一気に吹き
飛んだ」と話します。
　人の命を守る現場で活動し
てきた一宮さんにとって、押
し寄せる津波が多くの人を一
気に飲み込んでいった、東日
本大震災には強いショックを
受けたと言います。これを機
に、「自分にも何かできるこ
とがないか」という気持ちが
強くなったそうです。
　そんな折、町が各地区に防
災士の配置を要請しているこ
とを知った一宮さんは、自ら
手を挙げ、防災士の資格を取
得しました。
　防災士には、災害発生時に
おいて、地域における被害の
拡大を軽減することや被災者
支援のほか、日頃から防災意
識の啓発を進める役割があり
ます。
　県内でも、南海トラフ大地
震の発生が予想されているな
か、「東北のような悲惨な被

害を少しでも抑えられるよ
う、地域の防災力向上に役立
ちたい」と話します。
　また、「震災の恐ろしさが
忘れさられ、風化してしまう
のが一番怖い」と心配する一
宮さんは、「各地区の自主防
災組織が、防災士や消防団と
どのように関わりあい、連携
していくべきか、十分に機能
する体制づくりが大切」と考
えています。
　そのためにも、視察先の宮
城県では「被災後の自主防災
組織がどのように運営されて
いるのか見てきたい。ノウハ
ウを学んで日出町に持って帰
りたい」と話しました。

一宮　澄夫さん（59）
（豊岡新町）
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